
国体委員会 

２０１５年度活動報告 

 

１）活動概要 

① 長野県クライミング大会兼国体選手選考会の開催 

② 第 36 回北信越国体山岳競技会の選手派遣 

③ 国体選手の選出、派遣 

④ 国体選手・国体候補選手参加の強化合宿のサポート 

⑤ 長野県体育協会との連携 

⑥ 北信越連絡協議会等への参加 

 

２）活動内容 

① 各種大会・諸会議 

月 日 事 業 内 容 会 場 

4 5 H27競技委員総会(中嶋) 東京都 

5 23 北信越五県代表者会（唐木、田中） 富山県高岡市 

6 21 長野県クライミング大会兼国体代表選手選考会 伊那市CGアチーブ 

7 10 競技力向上専門委員会 長野市 

 25～26 第36回北信越国民体育大会 富山県高岡市･南砺市 

8 14～16 第18回JOCジュニアオリンピックカップ 富山県南砺市 

9 17 第70回国民体育大会監督会議 長野市 

10 2～5 第70回国民体育大会 和歌山県みなべ町 

11 13 県体協ヒアリング 長野市 

12 14 理事長・競技力向上専門委員合同会議 長野市 

 12～13 北信越ブロック研修会 大町市 

 23～24 第6回全国高校生クライミング選手権大会 埼玉県加須市 

 

 

 

 

 

 



② 主な大会リザルト 

 

【第 29 回リードジャパンカップ】 6/6・7 和歌山県みなべ町・特設山岳競技場 

61 位 丹羽 優希 

 

【2015 長野県クライミング大会兼国体予選会】伊那市・『アチーブ』 

Category MⅠ 1 位 中嶋   徹   2 位 橋本 今史  3 位 小林 大輔 

4 位 西脇 匠一   5 位 丹羽 優希  6 位 阿部 太郎 

7 位 三宅 誠悟   8 位 吉谷 知将    9 位 尾﨑麟太郎 (13 選手参加) 

Category MⅡ 1 位 早石 利枝   2 位 松尾 隆久  3 位 戸谷 諭美 

4 位 小宮山弘子   5 位 松本 竜也  6 位 頭師 彩乃 

7 位 矢島 璃乃     8 位 小沼 紗良  9 位 上原久美子 （24 選手参加） 

 

国体長野県代表選手 

種  別 監  督 選  手 

成年男子 中嶋 岳志 小林 大祐 西脇 匠一 

成年女子 浮須 由実 早石 利枝 戸谷 諭美 

少年男子 小沼 拓也 丹羽 優希 尾﨑麟太郎 

少年女子 橋詰 正興 野田 瑞月 矢島 璃乃 

※監督は北信越国体 

 

【第 36回北信越国体】高岡市 BG ARE・南砺市桜が池クライミングセンター 

リード 成女 少男 少女 ボルダー 成女 少男 少女 総合 成女 少男 少女 

1位 新潟 新潟 福井 1位 新潟 長野 富山 1位 新潟 新潟 

長野 

富山 

福井 2位 長野 長野 富山 2位 長野 新潟 福井 2位 長野 

3位 福井 福井 新潟 3位 福井 福井 新潟 3位 福井 福井 新潟 

4位 石川 富山 長野 4位 石川 石川 長野 4位 石川 富山 

石川 

長野 

5位 富山 石川  5位 富山 富山  5位 富山  

※ 空欄は NO ENTRY 県 

 

【第 18 回 JOC ジュニアオリンピック大会】（8/14～16 富山県南砺市桜が池クライミングセンター） 

ユース A    26 位  野田 瑞月 

ユース B      17 位  丹羽 優希 

ユース C      25 位  小沼 紗良 



 

【第 70 回国民体育大会】 和歌山県みなべ町 

種  別 監  督 選  手 

成年男子 中嶋 岳志 小林 大祐 西脇 匠一 

少年男子 小沼 拓也 丹羽 優希 尾﨑麟太郎  

 

成男 ボルダリング   16 位 リード 34 位 

少男 ボルダリング   17 位 リード 19 位 

 

【第６回全国高等学校選抜クライミング選手権大会】（12/23～24 埼玉県加須市民体育館） 

リード男子 59 位 岡本 昂大（大町高校）       79 位 片山 空（大町北高校） 

      94 位 北村 悠太（大町高校）    109 選手参加 

リード女子 63 位 武江 真歩（大町高校）     77 位 小山 萌美（上田西高校） 

      64 位 熊倉 良美（上田西高校）      85 選手参加 

リード男子学校別 17 位 大町高校（岡本・北村） 27 チーム参加 

リード女子学校別 20 位 上田西高校（小山・熊倉）21 チーム参加 

 

③ 強化合宿 

 

～ スポーツクライミング委員会資料参照 ～ 

 

 

３）総 括 

① 予算の問題を抱えつつ、昨年に引き続いてのハイレベルな長野県クライミング大会兼国体選手選考会 

  が開催された。 

② 長野クライミングチームとして、意欲的な練成が展開された。しかしながら、昨年度の成年男子選手

が一線を退いたためか、国体では芳しい成績を残すことが出来なかった。さらには、女子並びに若手

クライマーの育成が急務である。そのためにも一層の選手層拡大に努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 


